ガッコウ ケイエイ オ カッセイカ サセル ガッコウ ケンキュウ ノ アリカタ : キョウイン ノ ジシュセイ オ ハグクム コウナイ スイシン タイセイ ノ ケントウ by 中川  裕幸
学校経営を活性化させる学校研究の在り方
一 教員の自主性を育む校内推進体制の検討一












































































































授業を参観して,子どもの学びのス トー リー を意
識した授業の在り方を,具体的な子どもの姿を通













































































































間交流を活発化させてい く ｡ それが喫緊の課題で
あると同時に今後の学校の在り方としても大事に
なる｡
(3)課題矯正思考から学校リソー スの活用-
山形大学教職大学院の三浦登義-准教授は,山
形市立第四小学校公開研究発表会(2010年12月1
冒)のシンポジウムで,｢過去の実践に学ぶこと｣
の意義を説いていた｡また,同じく山形大学教職
大学院の出口毅教授は,K小の校内研究全体会
(2009年2月19日)において,学校規模も教育リ
ソー スと捉え,それに合わせた学校研究の必要性
を説いた｡
両者の意見を統合すると,それぞれの学校には
長年積み上げ,今も残っている学校としてのリソ
ース(資源)があり,それを有効に活用しながら,
互いに高まり合う場としての学校研究を指向して
いくことと捉えることができる｡
学校の課題を矯正するとい う,負の側面からの
出発ではなく,学校としてのメリットを最大限生
かしながら学校研究を推進していく｡ 資源の掘り
起こしに目を向け,それを学校研究の中で価値づ
けることが,その学校における将来の学校研究の
方向性をも規定する要因になると考える｡
5 到達点と課題
(1)到達点(明らかになったこと)
①研究テーマの策定とその位置づけ
教員間で共有しながら設定された研究テーマを
継続して意識化を図るためには,学校経営におけ
る立ち位置が大きな鍵になる｡学校経営と学校研
究とを明確に,強固に関連づけることによって,
一過性ではない,その活性化を継続させる大きな
要因になる｡
②協働的な運営組織
教師個々の自律性(授業力向上,学級経営力の
推進,専門性の発揮等)と組織の活性化(学校教育
目標の実現,教職員集団の満足度等)を保証してい
くことが,学校研究のみならず学校における教育
課題を解決していく上で重要である｡教師同士の
共有化 ･納得性を高めながら,常に話し合いがで
きる人的 ･物的環境を整える必要がある｡
また,学校内の組織は今後の校内体制を考える
上でも重要である｡世代間をつなぐ役割としての
学校研究の役割も重要度を増していく｡
③事実による学び合いと日常化
教師の技術だけが先行するのではなく,子ども
の学びが促進されたかどうかとい う事実によって,
教師の手立ての有効性を学び合うことが,日々 の
実践力に生かしていく効果的な手段である｡
④教育資源(リソース)の活用
学校における最大の教育リソー スは,教師であ
る｡多くの教育資源を有する教師同士の確かな学
び合いが,その資質も能力も,学校の教育力も高
めていく大きな要素になる｡だからこそ,その技
について授業を介して学び合う機会は大事になっ
てくるし,具体的に学ぶことの意義は大きい｡
(2)課題
到達点にもとづき,K小学校研究推進プランと
して具体化を図ることが,今後の課題である｡
①学校教育目標と研究主題の一体化を図る
研究主題を学校経営の中で中心的な位置づけに
する｡授業と授業以外での子どもの育ちを連関さ
せ,学校でめざす子どもの姿がそのまま学校研究
でめざす子どもの姿とし,日常的な指導力の向上
を促進させる｡
②教員の必要感に応じた研究組織を構築する
研究組織の土台は,普段から関わりの多い学年
集団を基本とする｡しかし,それに固執すること
なく,教員の研究に対する主体性を尊重するため
に,多様な交わりや結び付きを奨励していく｡個々
の教員や学年の必要感に合わせて,柔軟にその推
進組織を変更できる素地を作ることにより,自己
の課題の解決に直結する研究として取組むことが
可能になる｡
③事実にもとづく事後研究会の実施
授業記録により子どもの事実から教師の手立て
を検証していくようにする｡研究授業後の研究会
では,子どもの事実と教師の手立てを常に関連づ
けながら,その有効性と改善点を問う話し合いに
する｡
④教育リソースを生かす具体的手立てを講じる
K小の最大の教育リソースは,豊かな教職経験
を持つベテラン教師が多いことである｡ベテラン
教師の様々な技が学び合える学校をめざしたい｡
しかし,大規模校ということもあり,学年単位で
研究を推進する意識が強く,それを超えた関わり
が少ない｡
それを打破するため,次の二点を手立てとして
講じていく｡
･全員が授業を見る ｢大研｣ を増やす｡
･研究推進のリー ダー(研究主任,副主任)が積極
的に同僚にヒアリングを行い,校内で意図的に
話し合いの場を作る｡
研究授業と日常の実践の往還により,質の高い
授業の創造と教師文化の継承を果たすことができ
ると考える｡
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